
令和８年１月 千葉県千葉市美浜区開催
     令和７年度第３回市町村議会議員特別セミナー参加報告書

佐渡市議会 副議長 室岡啓史



▼【概要】市町村議会議員特別セミナーの名簿・日程 2

◆第３回市町村議会議員特別セミナー参加者名簿

職名 氏名 備考

副議長 室岡 啓史 文責

◆第３回市町村議会議員特別セミナー参加日程

会場：市町村職員中央研修所（市町村アカデミー） 住所：千葉市美浜区浜田1丁目1番地

①１月８日（木）午後：

【演題１】久住昌之のニッポンふらっとグルメ

【講師１】「孤独のグルメ」原作者 久住昌之（くすみまさゆき）氏

【演題２】被爆体験記朗読会及び被爆体験講話

【講師２】被爆体験記朗読ボランティア 桂幾子（かつらいくこ）氏

被爆体験証言者 重田忠治（しげたただはる）氏

②１月９日（金）午前：

【演題３】主権者教育～政治離れを防ぐための第一歩～

【講師３】（一社）ＷＯＮＤＥＲ ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ 代表理事

総務省主権者教育アドバイザー 越智大貴（おちひろたか）氏

【演題４】自治体財政の基本と予算審議のポイント

【講師４】立命館大学政策科学部教授 森裕之（もりひろゆき）氏



▼【概況】千葉県千葉市について 3

◆千葉県千葉市について 【出典】ウィキペディア

１．都市の性格と構造

千葉市は千葉県の県庁所在地であり、平成４年（１９９２年）に政令指定都市へ

と移行した、人口約９８万人を擁する首都圏の中核都市である。中央区、花見川

区、稲毛区、若葉区、緑区、美浜区の６区で構成される。県庁・市役所が集中す

る「行政・商業の中心（中央区）」、幕張メッセを擁する「国際交流の中心（美

浜区：幕張新都心）」、内陸部の「住宅・自然エリア（緑区・若葉区）」と多様。

２．産業・経済の特色

臨海部の工業と、新都心の商業・ＭＩＣＥ（国際会議・展示会）機能が経済を牽

引している。京葉工業地帯は、千葉港を中心とした大規模な素材産業（鉄鋼・エ

ネルギー等）が立地し、日本有数の貨物取扱量を誇る。幕張新都心は、官民一体

の都市開発により、幕張メッセをはじめ、ＩＴ・外資系企業の拠点、千葉ロッテ

マリーンズの本拠地が集積する「職・住・学・遊」が融合した未来型都市。

３．交通インフラ

「東京湾の結節点」としての高度な交通網を有している。千葉都市モノレールは、

懸垂式モノレールとして営業距離世界最長（ギネス記録）を誇り、都市部におけ

る重要な公共交通機関である。ＪＲ（総武本線・京葉線等）、京成電鉄に加え、

東関東自動車道や京葉道路が交差し、成田・羽田の両国際空港へアクセス良好。

４．歴史・文化資源

近代的な街並みの裏側に、深い歴史的背景を有している。加曽利貝塚（かそりか

いづか）は、世界最大級の貝塚である。国の特別史跡に指定され、縄文時代の生

活を知る上で極めて重要な遺跡である。千葉氏の軌跡について、鎌倉幕府の開府

に貢献した千葉常重・常胤親子のゆかりの地であり、千葉神社の建立など、中世

から続く「千葉」のアイデンティティの源流となっている。



▼【画像①】令和７年度第３回市町村議員特別セミナー 4
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▼【画像②】市町村アカデミーパンフレット（表紙） 5

【出典】市町村アカデミーパンフレット
https://www.jamp.gr.jp/intro/jamppamphlet/

https://www.jamp.gr.jp/intro/jamppamphlet/
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▼【画像③】市町村アカデミーパンフレット（施設） 6



▼【画像④】市町村アカデミーパンフレット（経費） 7



▼【画像⑤】市町村アカデミーパンフレット（実績） 8



▼【画像⑥】市町村アカデミー（施設・研修） 9

▲ビジネスホテル風の宿泊棟の廊下

２～８階に多数の個室を有する

▲市町村アカデミー外観

１９８６年に開所・開講した

▲宿泊室の内観、ユニットバス

使用済のシーツ・枕カバーは外す

▲久住昌之氏によるふらっとグルメ

ニッポンの表紙 ※以降撮影ＮＧ

▲市町村アカデミー平面図

研修棟、管理棟、宿泊棟に分かれる

▲重田忠治氏提供による

広島原爆の破壊力とその惨状地図



▼【画像⑦】市町村アカデミー（講堂・廊下） 10

▲市町村アカデミー研修資料一式

ペーパーレス化への移行を予定

▲元官僚前田氏による開講のことば

１２２兆のうち２０兆が地方交付税

▲全ての講義は講堂で行われた

最大２５０名以上を収容可能

▲閉講のことば、毎年約８０回の研修

４０年で延べ１８万人の受講実績

▲終了後、久住昌之氏との記念撮影

とても気さくな人柄という印象

▲全研修終了後、全国から集まった

受講生の市町村議との記念撮影



▼【画像⑧】市町村アカデミー（食事・外観） 11

▲１日目夕食（懇親会）のビュッフェ

研修生同士の挨拶・交流が進む

▲１日目昼食のコロッケ定食

定食、丼、麺類から選ぶことが可能

▲夕食終了後のゆうあいラウンジ

研修生の親睦・交流がさらに進む

▲２日目昼食のワンタンメン

定食、丼、麺類から選ぶことが可能

▲２日目朝食のホッケ定食

朝食は１メニューのみとなっている

▲快晴の市町村アカデミー外観

幕張本郷駅への無料往復送迎バス



▼【内容①】特別セミナー１日目（久住昌之氏） 12

◆【演題１】久住昌之のニッポンふらっとグルメ

【講師１】「孤独のグルメ」原作者 久住昌之（くすみまさゆき）氏

【内容】

１．「孤独のグルメ」の本質と創作背景

本作品は、輸入雑貨商の井之頭五郎が独りで食事を楽しむ姿をドキュメンタリー風に描いたグルメ漫画である。

舞台は主に大衆食堂などの庶民的な実在店であり、高級店は選ばない。店探しにおいてはインターネットを一切

使用せず、自らの足で見つけることを信条とする。作中の心理描写や音楽制作（１５年間で約３５０曲）も久住

氏の音楽バンド自らが手掛け、徹底した「独りの時間」の豊かさを追求している。

２．地域再建とまちづくりへの関わり

久住氏は約３０年前、滋賀県長浜市の「黒壁のまちづくり」の取材に関わった。シャッター商店街の出現や銀行

の撤退危機に対し、旧百三十銀行長浜支店を保存活用。ガラス細工というコンテンツを軸に、スタッフの９割を

女性とするなど、代表・笹原司郎氏の卓越した人材育成により、建築学会文化賞を受賞するまでの再生を果たし

た。地域の蔵や歴史的建造物（旧長浜駅舎等）といった「自力」の強さが、現在の観光客誘致に繋がっている。

３．旅と食による地域資源の再発見

三陸（岩手県宮古市・釜石市）や五島列島、鹿児島等、日本各地を訪れる中で、以下の視点を提示している。

◎情報の消費から体験の享受へ：ＳＮＳやテレビでの「確認」に終始する旅は空虚である。スマホの画面越しで

はなく、その土地の空気、時間、偶然の出会い（ダブルレインボーや地元のメニュー等）を楽しむべきである。

◎記憶に残る「食」：豪華な特産牛や刺身も良いが、地域の日常に根差した「甲子柿（かっし柿）」や「はらこ

うどん」のような独自性のある食こそが、旅人の記憶に深く刻まれるのではないか。

◎洞察力の重要性：店の佇まい、店主の所作、店内のポスター等、あらゆるヒントから「どんな店か」を自ら考

える。ネットの推奨をなぞるだけでは、思考の停止を招く。



▼【所感①】特別セミナー１日目（久住昌之氏） 13

◆【演題１】久住昌之のニッポンふらっとグルメ

【講師１】「孤独のグルメ」原作者 久住昌之（くすみまさゆき）氏

【所感】

人生とは地域資源を発掘する旅であるとの認識を深めていた昨今、久住氏の講義は、自らの五感を研ぎ澄まして

「美味しいもの（価値あるもの）」を探り当てる生き様そのものであると感じた。

現代社会においてＡＩやＳＮＳの普及により、私たちは「正解」を検索し、既視感を確認するだけの生活に陥り

がちである。しかし、久住氏が説く「自分で考え、想像して店やメニューを選ぶ」姿勢は、日常生活のあらゆる

場面、ひいては政治活動や行政施策の立案においても不可欠な「思考の原点」であると再認識した。

アニメや映画の「聖地巡礼」からさらなる相乗効果を生むためには、単なる露出に頼るのではなく、地域側が自

らの「自力（文化、歴史、人の繋がり）」を再構築し、旅人が偶然の発見を楽しめる「余白」をデザインする施

策が必要である。地方議会としても、女性に支持される「孤独のグルメ」のような質の高いコンテンツづくりや、

既存の地域資源を「点」から「面」へ繋げる文化観光施策を推進するべきであると強く実感した。

【参考リンク】

▼孤独のグルメ：テレビ東京

https://www.tv-tokyo.co.jp/kodokunogurume/

▼久住昌之のニッポン箸休めさんぽ

https://www.twellv.co.jp/program/tabi/hashiyasume/

▼黒壁 - 滋賀県長浜市 ガラスの街「黒壁スクエア」

https://www.kurokabe.co.jp/

▼孤独のグルメ
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▼久住昌之のニッポン箸休めさんぽ

https://www.twellv.co.jp/program/tabi/hashiyasume/

▼黒壁 - 滋賀県長浜市 ガラスの街「黒壁スクエア」

https://www.kurokabe.co.jp/https://www.youtube.com/watch?v=VQ7oCsEJNYU&t=1419s
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▼【内容②－１】特別セミナー１日目（桂幾子氏） 14

◆【演題２－１】被爆体験記朗読会

【講師２－１】被爆体験記朗読ボランティア 桂幾子（かつらいくこ）氏

【内容】

１．原子爆弾の投下とその威力

原子爆弾は広島、長崎に投下されたが、当初は小倉や新潟も投下候補地であった。広島に投下された「リトル

ボーイ」はウランを、長崎の「ファットマン」はプルトニウムを使用しており、わずか５０グラムのウラン２３

５が甚大な破壊力をもたらした。爆発高度の上空６００メートルは、東京スカイツリー（６３４メートル）や新

潟県の弥彦山の標高（６３４メートル）に匹敵する。

２．三要素による壊滅的被害

原子爆弾の威力は「熱線」「爆風」「放射線」の３要素に集約される。

◎熱線：爆心地付近は４０００度近くに達し、半径２キロメートル以内を焼き尽くした。

◎爆風：数十万気圧に達し、風速２８０メートル以上の猛烈な風が街を破壊した。

◎放射線：直接浴びた者はもちろん、後から爆心地に入った者も遺伝子レベルで傷つき、後遺症に苦しむことと

なった。１９４５年末までに、広島では当時の人口の４０％にあたる約１４万人が、長崎では約７万人以上が

亡くなっている。現在、被爆者の平均年齢が８６歳を超える中、その残酷さを未来へ伝えることが現代を生き

る我々の使命である。

３．声に出して伝える平和への決意

講義では、「見る、聞く、声に出す」の実践として、参加者全員で原爆詩を唱和した。

「げんしばくだんがおちると ひるがよるになって 人はおばけになる」 という簡潔ながらも凄惨な言葉を通じ、

平和の尊さを再確認した。平和の反対語は「戦争」ではなく「平和への無関心」であるとの訓示は、主権者教育

においても極めて重要な視点である。



▼【所感②－１】特別セミナー１日目（桂幾子氏） 15

◆【演題２ー１】被爆体験記朗読会

【講師２ー１】被爆体験記朗読ボランティア 桂幾子（かつらいくこ）氏

【所感】

原子爆弾は自然に「落ちた」のではなく、明確な意思を持って「落とされた」ものであるという講師の言葉に、

改めて戦争の悲惨さと非道さを痛感した。世界で最初に原子爆弾が落とされたのが広島、世界で最後に原子爆弾

が落とされたのが長崎という事実を今一度重く受け止めなければならないと思った。特に、原爆詩を会場全体で

唱和した際には、自らの声が振動として身体に響くことで、文字で読む以上に悲劇が自分事として迫り、会場に

強い一体感と平和への決意が醸成されるのを感じた。これは音読・朗読という手法が持つ、非常に高い教育的効

果であると確信する。

新潟県民として、新潟市が投下候補地であった歴史的事実を決して忘れてはならない。佐渡市内の小中高生にお

いても、このような朗読ボランティアを招致し、五感を通じて戦争と平和を考える機会を創出すべきである。平

和への無関心を打破し、次世代に正しい歴史認識と平和を愛する心を育むため、佐渡市議会としても啓発事業の

推進や教育現場での活用を提言してまいりたい。

【参考リンク】

▼国立広島原爆死没者追悼平和祈念館

https://www.hiro-tsuitokinenkan.go.jp/

▼被爆体験記の朗読会 | 国立広島原爆死没者追悼平和祈念館

https://www.hiro-tsuitokinenkan.go.jp/project/readers/

▼被爆体験や平和への思いを伝える講師を全国に無料で派遣します。

https://www.hiro-tsuitokinenkan.go.jp/announcement/img/3441bd7e13a630abc9424067facea5e36979c322.pdf
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◆【演題２ー２】被爆体験講話

【講師２－２】被爆体験証言者 重田忠治（しげたただはる）氏

【内容】

１．広島原爆の破壊力と惨状

昭和２０年（１９４５年）８月６日午前８時１５分、広島市中心部の上空６００ｍでウラン型原爆「リトルボー

イ」が炸裂した。その威力は通常火薬１６，０００トン相当に及び、爆発直後の中心温度は１００万度に達した。

◎被害規模：当時の市内人口３５万人のうち、同年内に１４万人が死亡。爆心地から１ｋｍ以内では８０％が、

１．２ｋｍ以内で熱線を浴びた人はほぼ即死の状態であった。

◎長期的影響：熱線、爆風に加え、放射能による「初期放射線」および「残留放射線」が深刻な被害をもたらし

た。黒い雨を浴びた人々を含め、白血病や癌などの健康障害は現在も被爆者を脅かしている。被爆者健康手帳

の所持者は全国で９９，１３０人に上り、現在の平均年齢は８６．１歳となっている。

２．重田忠治氏の被爆体験

当時７歳（東白島国民学校２年生）であった重田氏は、爆心地に近い常盤橋のふもとの自宅で被爆した。

◎生死の境：閃光と共に家屋の下敷きとなったが、母の「早く逃げるんだよ！」という声で意識を取り戻し、自

力で脱出した。離れにいた父に応答はなく、火の手が迫る中で助け出すことは叶わなかった。

◎地獄の光景：河川敷には水を求めてうめく人々や黒焦げの焼死体が溢れ、川には無数の遺体が流れる「生き地

獄」であった。翌日、父の焼死体を見つけ、自ら木材を集めて荼毘に付した。手元に残ったのは父の遺骨のみ

であった（享年４１歳）。

◎戦後の苦難と歩み：母と共に親類宅や国鉄の職員寮で厳しい生活を送ったが、周囲の支えに感謝しながら新聞

配達等のアルバイトに励み、県立広島工業高校を卒業した。その後、鉄鋼会社で定年まで勤め上げ、現在は千

葉市緑区で家族と平穏な生活を送っている。

※次ページへ続く
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◆【演題２ー２】被爆体験講話

【講師２－２】被爆体験証言者 重田忠治（しげたただはる）氏

３．次世代へのメッセージ

重田氏は８２歳から体験記をまとめ、語り部としての活動を開始した。平和は幸せな人生の絶対的な前提条件で

あると説く。

◎核兵器の現状と廃絶：世界には現在も９か国に約１２，０００発の核兵器が存在する。２０２１年に発効した

核兵器禁止条約には７０か国以上が批准しているが、核保有国や「核の傘」の下にある日本、ドイツなどは批

准していない。重田氏は、日本政府に対し、せめてオブザーバー参加を検討するよう強く求めている。

【所感】

一昨年、日本被団協がノーベル平和賞を受賞したことは、長年の平和運動が高く評価された結果であり、誠に意

義深い。しかし、講話にもあった通り、世界で唯一の被爆国である日本が核兵器禁止条約を批准していない現状

には強い矛盾を感じる。日本こそがアメリカをはじめとする国際社会に対し毅然とした態度を示し、まずはオブ

ザーバー参加を果たすべきであると強く実感した。

過酷な被爆体験を持ちながらも「自分を不幸だと思ったことは一度もない」と語る重田氏の強さと、平和への執

念に深く感銘を受けた。先人が筆舌に尽くしがたい苦難を経て築き上げてきたこの平和な時代を、私たちは決し

て当たり前と思ってはならない。人類の存続を脅かす核兵器の非道さを正しく理解し、この平和を次世代へと確

実に繋いでいくことが、地方議員としての、そして現代を生きる一国民としての責務であると決意を新たにした。

【参考リンク】

▼日本被団協

https://www.ne.jp/asahi/hidankyo/nihon/

▼核兵器禁止条約とは？ー日本生活協同組合連合会

https://peace.jccu.coop/nuclear_TPNW/
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◆【演題３】主権者教育～政治離れを防ぐための第一歩～

【講師３】一般社団法人ＷＯＮＤＥＲ ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ代表理事、

総務省主権者教育アドバイザー 越智大貴（おちひろたか）氏

【内容】

１．主権者教育の現状と課題

主権者教育とは、国民が主権者として社会の課題を自分事と捉え、自ら考え、判断し、行動できる力を育む教育

のことである。２０１５年からの法整備により、２０１６年の国政選挙から選挙権年齢が１８歳以上に引き下げ

られた。直近の参議院議員選挙の結果では、全体の投票率が低下する中で５０代・６０代の投票率が下落してい

る一方、若年層の投票率は微増傾向にある。しかし、依然として若年層の政治参加意識は低く、社会を自らの力

で変えることができるという「自己有用感」の欠如が課題となっている。

２．主権者教育の本質

単に選挙での投票を促すことが主権者教育ではない。北朝鮮のように投票率がほぼ１００％であっても、それが

民主主義的な教育の結果とは限らないからである。

◎スポーツマンシップとシティズンシップ：スポーツにルールや心構えがあるように、市民意識（シティズン

シップ）も地域や時代によって異なる。正解のない問いに対し、自ら「納得解」をつくり出していくプロセス

こそが政治の本質である。

◎自分事化への転換：多くの若者が政治に対し「社会的無気力感」を抱いており、選挙を競馬の予想のように客

観的な勝敗として捉える傾向がある。これを「他人事」から「自分事」へと転換させるコミュニケーションが

不可欠である。

３．教育現場における実践的手法

主権者教育を推進する上で、以下の「４つのティ」と「ナナメの関係」が重要視される。

◎４つのティ：①リアリティ（現実感）、②コネクティビティ（接続性）、③クオリティ（質）、④クオンティ

ティ（量）。 ※次ページへ続く



▼【所感③】特別セミナー２日目（越智大貴氏） 19

◆【演題３】主権者教育～政治離れを防ぐための第一歩～

【講師３】一般社団法人ＷＯＮＤＥＲ ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ代表理事、

総務省主権者教育アドバイザー 越智大貴（おちひろたか）氏

◎ナナメの関係：教師（タテ）や友人（ヨコ）ではない、大学生や社会人のゲスト（ナナメ）との交流。大学生

という「少し年上のお兄さん・お姉さん」の存在が、主体的学びの創出に大きく寄与する。

◎ＬＯＶＥルールの徹底：Ｌｉｓｔｅｎ（聴く）、Ｏｐｅｎ ｍｉｎｄ（心を開く）、Ｖｏｉｃｅ（声を出す）、

Ｅｎｊｏｙ（楽しむ）を基盤とした環境づくりが大切である。

４．社会参画と自己肯定感

「こども選挙」のように、子どもを社会の一員として尊重する取り組みが全国で広がっている。社会は自分たち

のものであると再確認し、自らの意見が社会に反映される経験を積むことは、若者の自殺者数増加という深刻な

社会問題の解決（自己有用感の向上）にも繋がるものである。

【所感】

佐渡市においても、小中高生に対する主権者教育の重要性を改めて痛感した。佐渡市議会では既に「高校生議

会」を開催しており、その質問水準は極めて高いが、これを一部の生徒の活動に留めず、いかに全世代の「自分

事」として広げていくかが今後の鍵となる。

特に「ナナメの関係」の活用については、島外の大学生や若手社会人との交流を促進することで、生徒たちがよ

り自由な発想で社会参画を捉え直すきっかけになると確信した。主権者教育は「放任すれど、放置せず」の精神

が肝要であり、子どもたちの意見を尊重しつつ、大人がその背中を後押しする環境を整備していきたい。越智氏

を佐渡へ招聘し、具体的なワークショップを実現することで、佐渡の未来を担う主権者の育成を強力に推進すべ

きであると感じた。
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◆【演題４】自治体財政の基本と予算審議のポイント

【講師４】立命館大学政策科学部教授 森裕之（もりひろゆき）氏

【内容】

１．議会の役割と財政の鉄則

議員活動において財政の知見は不可欠であり、適正な予算編成を通じて自治体を次世代へ持続させ、財政破綻を

回避することが議会の責務である。自治体財政の唯一かつ絶対のルールは「赤字を出さないこと」であり、この

枠内において自治体は自己決定権を行使する。

２．家計に例える財政構造

自治体財政は家計の仕組みと酷似している。特に「基金」の運用は重要であり、以下の３種に分類される。

◎財政調整基金：普通預金（不測の事態への備え）

◎減債基金：借金返済の積立

◎特定目的基金：住宅の頭金や学資保険等の目的別貯蓄 「基金の取崩しによる黒字」は財政危機の予兆であり、

基金が底をつけば破綻を意味する。自治体は家計と異なり「赤字ローン」を組むことができない点に留意が必

要である。

３．歳入の構造と一般財源の重要性

令和５年度の地方歳入決算総額１１７兆円の内訳において、議会が使途を決定できるのは「一般財源（地方税、

地方交付税等）」である。

◎一般財源（身銭）：自治体が独自施策を実行するための原動力であり、経常収支比率等のあらゆる財政指標の

分母となる。

◎地方交付税の仕組み：標準的な行政サービスに必要な「基準財政需要額（ペットボトルの容量）」に対し、自

前の税収である「基準財政収入額（中身のお茶）」の不足分を国が補填する。人口減少はペットボトルの縮小

を招き、交付税額にも影響する。 ※次ページへ続く
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◆【演題４】自治体財政の基本と予算審議のポイント

【講師４】立命館大学政策科学部教授 森裕之（もりひろゆき）氏

４．予算審議における着眼点

歳出においては「公平性」を前提とし、収入の範囲内で「最小の費用で最大の福祉」を実現することが求められ

る。住民ニーズに合致しているか。コストが最小限に抑えられているか。議員の職責は、包括的外部委託による

職員負担の軽減なども視野に入れつつ、自治体の将来像を徹底的に描き、予算を監視することにある。

【所感】

自治体財政という難解なテーマを家計に例える手法は、住民への説明責任を果たす上でも極めて有効であると感

じた。特に、かつて一般質問において佐渡市の財政を「佐渡家の家計簿」と位置づけるべきと提言した自らの政

治姿勢を再認識する機会となった。

佐渡市の予算規模である４５０億円を４５０万円に読み替えるなど、市民が日常感覚として財政を捉えられるよ

うな広報戦略は、主権者教育の観点からも必要不可欠である。今回得た「一般財源の重要性」や「基金の性質」

に関する知見を深化させ、わかったふりをせず、市職員とも対等以上に議論できる財政的素養を武器に、持続可

能な佐渡市の未来を構築してまいりたい。

【参考リンク】

▼市民と議員のための自治体財政 これでわかる基本と勘どころ

https://www.jichiken.jp/book/9784880377056/

▼最も大事な点は「自治体財政は家計と同じである」

https://www.city.yame.fukuoka.jp/material/files/group/22/mori2.pdf
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【提言】：市町村アカデミー（ＪＡＭＰ）研修への積極的参加と体制整備
佐渡市議会議員の専門性向上と次世代の人材育成を目的とし、千葉県千葉市に位置する市町村アカデミー（ＪＡ
ＭＰ）が実施する研修への組織的な参加を提言する。

１．極めて高いコストパフォーマンスと充実した施設
本研修施設は年間約８０件の専門的な研修を企画・実施している。特筆すべきは費用の透明性と経済性である。
◎費用面：１泊２日の研修参加費が１０,０００円（税込）と極めて安価に設定されている。
◎内容：この費用には個室での宿泊代に加え、１日目の昼食・夕食（懇親会）、２日目の朝食・昼食の計４食が

含まれており、実質的なセミナー参加費は無料に近い。
◎環境：図書室などの学習環境が完備され、不要となった書籍の無償配布も行っていることから、知見を深める

場として最適である。

２．若手・新人議員の育成枠（議員派遣）の創設
岩手県一関市議会では、当選１期目の議員を研修に参加させるしきたりがあり、その経費を個人の政務活動費で
はなく、議会費として計上している事例がある。佐渡市議会においても、以下の運用を検討すべきである。
◎派遣体制：若手議員を中心に毎年５名程度を「議員派遣」として選出する。
◎予算措置：政務活動費に依存せず、議会費として一括計上することで、若手議員が経済的負担を感じることな

く研鑽に励める環境を構築する。
◎自主的な参加：職員の随行を伴わず、議員自らが移動・受講する形態とすることで、事務局の負担軽減と議員

の自主性を高める。

３．知識の共有とフィードバックの義務化
研修の成果を議会全体で共有し、市民への説明責任を果たすため、派遣された全議員に対して詳細な「復命書」
の提出を義務付けるべきである。

結びに、多様なテーマの研修を通じて、議員活動に必要な見識と専門性を体系的に習得することは、将来の佐渡
市議会を担う人材育成の根幹である。議会事務局からの積極的なアナウンスと、組織的な派遣制度の確立により、
市民の期待に応えうる強固な議会運営を目指すべきである。

【参考リンク】： 市町村アカデミー https://www.jamp.gr.jp/
※研修中の写真撮影等は禁止、研修資料は無断で複製や転送等を行うことができない。 以上

◆今後の提案：佐渡市議会議員の資質向上と「なり手不足」問題の解決に向けた検討事項
下記の実施は、佐渡市議会が直面する課題を克服し、市民の期待に応える議会へと進化するための第一歩である。

【所感】：佐渡市議会の諸課題を乗り越えるために
今回のセミナーは、全国から集まった多くの市町村議員等と直接交流し、各自治体が抱える独自の取り組みや共
通の課題を深く知る貴重な機会となった。地方議会が直面している「議員のなり手不足」という大きな壁を乗り
越えるためには、制度の改革のみならず、議員一人ひとりが市民とのつながりを再構築し、政治をより身近で自
分事として捉えてもらえるような不断の努力が不可欠である。本セミナーで得た知見は、今後の佐渡市における
議会改革および自身の政治活動を推進する上での大きな指針となるものである。
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